
本報告は、社会福祉士国家試験受験資格課程卒

業生現況調査の報告を中心に、社会福祉部会の取

り組みを整理し、今後の課題を示したものであ

る。

はじめに～現況調査実施の背景～

大阪大谷大学教育福祉学部は、前身の大谷女子

大学の時代に（1999年度）、社会福祉専修コース

を設置し、そのコースに 40名定員の社会福祉士

国家試験受験資格課程を開設した。2008年度は

大谷女子大学として最後の卒業生を送り出し、課

程卒業生の総数が 231名となっている。2009年

度は課程開設から 11年目を迎え、2回生以上 81

名が在籍し、社会福祉士資格取得に向けて学んで

いる。昨今は、社会福祉士でなければ就けない職

種も指定されてきており、専門資格の取得は社会

福祉現場をめざす者にとっては重要な課題となっ

ている。本学においても、課程学生の 9割は卒業

年度に受験し、また、社会福祉士試験の受験や合

格状況が養成校別に公表されてからの既卒生集計

をみると、2003年の第 15回試験以降、毎年受験

している。

2007年に社会福祉士及び介護福祉士法が改正

され、2009年度の入学生から社会福祉士養成課

程のカリキュラムが変わり、同時に社会福祉士試

験科目も変更になった。2010年 1月の第 22回社

会福祉士試験から、新しい試験科目での実施が決

まっている。このような変更は旧カリキュラムで

受験資格を取得した者に負担を強いることにな

る。試験科目数だけをみても、13科目から 19科

目へと 6科目増加している。また、学ぶべき内容

にも変更がある。そのため、新科目に加えて、こ

れまでのカリキュラムで不十分な内容について

は、改めて学習をしなければならない。

いずれの養成校においても同様であるが、本学

でも専門資格を持ち、社会福祉の現場で活躍する

人材の養成をめざしている。そして、従来から試

行錯誤しながら課程学生を対象に専任教員が試験

対策を実施してきたが、今回の試験科目の変更を

受けて、旧カリキュラム課程を卒業した者に対し

て新カリキュラムの試験科目等を学ぶ機会を設

け、大学として支援をしていくべきではないかと

担当者の間で意見が一致し、新カリキュラムに対

応した受験対策の実施が喫緊の課題であることか

ら、今年度は受験対策講座の開催をめざすことに

した。

そこで、卒業生に向けての案内に郵送料などが

必要となるため、学部に協力を依頼し、費用支出

の承認を受けた。初めての試みであり、受講希望

者数の予想がつかないため、卒業生の現況調査を
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行い、受講希望者に対して詳細を案内するという

段階を踏むことにした。

調査の概要

調査主体：大阪大谷大学教育福祉学部社会福祉部

会（農野寛治、神部智司、船本淑恵）

調査目的：社会福祉士受験資格課程卒業生の現況

把握として下記の 4点を尋ねた。

①就労の有無と就労先、職種

②社会福祉士資格取得の有無

③対策講座受講希望の有無

④大学への意見・要望等

調査実施時期：2009年 5月～6月

調査期日：2009年 4月 1日

調査方法：郵送調査（卒業生住所については、同

窓会の協力を得た。）

倫理的配慮：同窓会から宛名ラベルで卒業生住所

の提供を受け、発送に使用した。返送されてきた

封筒や調査用紙は、日常的に鍵をかける場所に保

管し、学外に持ち出すことがないよう申し合わせ

ている。また、入力データは一箇所で管理し、目

的外使用や学外への持ち出し禁止を申し合わせて

いる。

調査の結果

卒業生の人数は 231名（2009年 4月 1日現在）

であるが、同窓会に住所が登録されている 217名

に調査用紙を送付した。回収数は 67通であり、

回収率は 30.9％であった。

就労状況は、「就労している」が 57名で 85.1％

が就労していた。就労先をみると、「社会福祉関

係」での就労が、32名 56.1％であり、半数以上

が保育・福祉サービスを提供している事業所であ

った。

職種のうち、社会福祉関係の職種でみると、

「介護職員」「保育士」がそれぞれ 11名と一番多

い。「公務員」の 2名は、福祉事務所と子育て支

援の部署と記載があり、社会福祉に関係する業務

に従事している。

次に社会福祉士試験を受験したことが「ある」

人は 61名、9割が受験したと回答している。そ

のうち 17名が複数回受験している。一番多い受

験回数は 5回であった。社会福祉士資格を「取得

した」が 15名 24.6％であり、うち 12名が卒業

年度受験での合格であった。

今後、受験を希望しているかという問いに対し

て、40名 76.9％の卒業生が「ある」と回答して

表 1 回収状況

卒業生総数 231名
アンケート送付数 217通
宛先不明返送 4通
未返送 146通
返送 67通
回収率（67/217） 30.9％

表 2 就労状況

回答数 ％
総数 67 100.0

在職 57 85.1

無職 10 14.9

表 3 在職者の就労先

回答数 ％
在職者総数 57 100.0

社会福祉関係 32 56.1

児童 3 5.3

高齢者 14 24.6

障害児・者 5 8.8

社会福祉協議会 1 1.8

保育所 9 15.8

医療法人、NPO 法人等 6 10.5

公務員 2 3.5

幼稚園 2 3.5

特別支援学校 1 1.8

その他（民間企業等） 14 24.6
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いる。また、本学で受験対策講座を実施した場合

の受講希望有無を尋ねると、23人が受講希望あ

りとの回答をしている。しかし、受講希望無しで

も、「資料が欲しい」「日程が許せば」「遠方なの

で参加が難しい」等の記述があり、希望があって

も物理的な困難から希望無しの回答をしている者

もみられた。

大学に期待すること、その他意見等への自由記

述は、半数以上の 35名が回答している。内容を

類型化すると、対策講座への期待、受験対策への

要望、現役時代の対策講座への批判、受験勉強方

法の提案、情報提供や学習の機会について、近況

報告、その他に分けることができる。詳細は、本

稿の最後に添付資料として載せている。

調査のまとめ

卒業生への現況調査は、課程開設以降初めての

試みであり、回収状況を予想することが難しかっ

た。一般的な郵送調査で 30％という数字は、評

価できる回収率といえるが、本学卒業生、しかも

課程という対象を限定した調査ということから考

えると、低いと解釈するのが適切といえる。この

こと真摯に受け止めなければならない。しかし、

返送されてきた調査用紙をみると、自由記述の記

入が多く、それ以外でも余白に様々な意見が述べ

られており、卒業生の要望と合致していた部分も

あったと推測できる。

今回の現況調査から卒業生の姿を描くと、社会

表 4 在職者の職種（複数回答あり）

回答数 ％
在職者総数 57 100.0

公務員 2 3.5

指導員 3 5.3

支援員 5 8.8

相談員 3 5.3

介護職員 11 19.3

社協職員 1 1.8

保育士 11 19.3

その他福祉関係 2 3.5

幼稚園教諭 2 3.5

特別支援学校教諭 1 1.8

その他 17 29.8

無回答 1 1.8

表 5 国家試験受験の有無

回答数 ％
総数 67 100.0

有 61 91.0

無 6 9.0

表 6 受験者の受験回数

回答数 ％
受験者総数 61 100.0

1回 41 67.2

複数回 17 27.9

無回答 3 4.9

※最高受験回数 5回

表 7 社会福祉士資格取得の有無

回答数 ％
受験者総数 61 100.0

合格 15 24.6

不合格 46 75.4

※卒業年度受験で合格 12名

表 8 無資格者における今後の受験希望の有無

回答数 ％
無資格者総数 52 100.0

有 40 76.9

無 11 21.2

受験経験有の者 6 11.5

無回答 1 1.9

表 9 自由記述

回答数 ％
総数 67 100.0

有 35 52.2

無 32 47.8
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福祉関係の事業所で就労し、保育や高齢者介護の

現場職員、あるいは相談援助職として勤務してい

る姿が浮び上ってくる。一方で、民間企業や教育

現場に勤めている者もいる。社会福祉関係と民間

企業や教育現場等での就労割合は拮抗している。

社会福祉士試験について、多くの卒業生が一度

は受験を経験し、複数回受験にもみられるよう

に、資格取得を希望している卒業生も多いことが

確認できた。そのような中、本学で行う受験サポ

ートに一定の期待を寄せている。

社会福祉部会の取り組みの現状と今後の課題

2009年 4月に 1号館 2階個人研究室の並びに

「福祉実習支援室」を開設し、実習指導、資料閲

覧・検索、個人学習、情報提供に利用できるよう

整備した。平日の授業時間帯に開室しており、課

程学生が自由に利用できる。しかし、支援室に教

職員が常駐しておらず、相談や質問は担当教員が

随時対応している状況である。今後、利用状況を

把握し、資料の整備・充実を図り、学生に積極的

な活用を促していく。

2009年度の夏季長期休暇中に、社会福祉士国

家試験受験対策講座を実施した。8月 29日

（土）、30日（日）、9月 5日（土）の 3日間で、

新カリキュラム新設科目の中から 6講座を専任教

員が分担し、現役学生と卒業生を対象に合同で開

催した。また、9月 6日（日）は民間企業が提供

している全国模擬試験を実施した。いずれも会場

は、本学である。卒業生の申し込みは 10数人で

あったが、当日の出席は 5名程度であった。ま

た、3回生以上に受講を勧めていたことから、

3、4回生合わせて約 30名が出席した。その後、

希望者約 30名に対し、当日配布資料の提供を行

っている。現況調査からもわかるように、資格取

得を希望している卒業生も多いことから、今後も

何らかの形で受験のサポートは必要であると考え

ている。しかし、社会人の卒業生を対象とした講

座は土日に限定され、しかも、シフト勤務の職種

が多いので、一ヶ月以上前の案内が必要となる。

日程を設定することは容易ではないが、担当者で

相談しながら、今後も継続して開催できるよう工

夫していきたい。

今回の現況調査実施の案内を大学ホームページ

に掲載した。その効果は把握できないが、さまざ

まなメディアツールを通じての案内、情報提供は

今後も必要であると考えている。

卒業生との連絡は、担当教員が元ゼミ生に対し

て個別に行ってきたが、社会福祉コースの大学メ

ールアドレス（shafuku−c@osaka−ohtani.ac.jp）を

取得し、全担当教員が対応できるよう整備した。

なお、メールアドレスは、現況調査時に案内して

いる。

社会保障・社会福祉の制度・政策は年単位で変

化しているので、情報収集を欠かすことができな

い。加えて、現場職員のスキルアップが常に求め

られる実態がある。そのための研修等は、専門職

団体なども行っているが、それとは別に卒業生向

けの学習機会を大学として提供していくことも養

成の一環であるといえる。現況調査の中でも、要

望としてあがってきているので、担当者の可能な

範囲で実施を検討していきたい。

今後は、対策講座の開催だけではなく、現場で

働いている卒業生相互の交流を図り、ネットワー

クを構築し、協力・連携体制のひとつとしたい。

そのために、卒業生に足を運んでもらえるような

仕組みをつくっていかなければならないだろう。

他の養成校の取り組みも参考にしながら、アイデ

アを練っていきたい。

おわりに

調査に協力してくださった卒業生の皆様には、

この場を借りて厚く御礼申し上げます。また、今

回の取り組みを認めてくださった教育福祉学部の

先生方に改めて感謝し、何よりも実務面で負担を
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かけてしまった教育福祉学部の共同研究室の助手

の方々には、深くお詫び申し上げたい。また、多

方面からの様々な助言も、多くの方に支えられて

いるという実感を持つことができた。今後は、今

回の成果と反省を糧にして次の課題に取り組んで

いきた。

現況調査自由記述（記述内容を再構成し、主
旨を変えないよう加筆・修正を行っている。）

対策講座への期待

・講座を開いていただけるとのこと期待しており

ます。

・講習は受講できるので知らせてもらえたら嬉し

いです。

・受験対策講座などあれば、参加したいです。

・国家試験の内容が変わるということなので、変

更になった部分を大学で行う機会をつくってほ

しいです。

・どう勉強したらよいか悩んでいたので、国家試

験受験対策講座に受講できれば心強いです。

・勉強の時間をなかなか確保できず、講座が自分

の学んだ大学であると参加しやすく、良い刺激

になります。

・試験対策講座があれば、卒業してからも勉強し

やすくいいと思います。

・社会人になってから、学生の時みたいに勉強す

る時間をつくるのが難しいですし、学校で学ぶ

ことによって、新しい情報が得やすいと思いま

す。少しでも多くの学生が合格することによっ

て、多くの知識を得、誰かの役に立ち、自分に

とってもプラスになるのではないでしょうか。

・国家試験を受ける機会があれば、対策講座や模

擬試験を受講、受験できることはとてもありが

たいことだと思います。

・卒業生が多数いる中、こういったフォローをし

ていただけることは何かと安心します。実現さ

れること強く願います。

受験対策への要望

・来年から科目が変わるので、くわしく聞きた

い、知りたいです。

・仕事で必要となるので、サポートしてほしいと

思っています。

・仕事をしながら勉強は本当に大変なので、勉強

するポイントや法令の改正の分かりやすいまと

まったものがあればいいなと思っています。

・受けたい気持ちはあるのですが、遠いので。

・遠方に住んでいる者にとっては利用しづらい面

もあると思います。

・参加したいですが、休みが不定期のため、ネッ

ト通信とか郵送などの参加受講も考慮していた

だければ幸いです。

・講座の受講が無理なら資料がほしいです。

・このコースを卒業した人は、福祉関係等、勤務

形態が複雑で受講したくてもできない人が多い

のではないかと思います。できれば、通信講座

＋数回の受講があれば有難いと思います。

・受講を希望したいが、結婚し大阪にいないので

難しい。メールで問題を受け取ることもできれ

ば子育て中でも可能かなと思います。

・大学に求めているのは、遠方で大学まで行くこ

とができない場合や講座を開講する際に都合が

つかない方がおられた場合、インターネットや

メールを通じ、講義内容等の情報を得られれば

便利かと思います。

・家から学校が遠いので、資料とか送ってほしい

です。

・国家試験対策講座等で使用した問題集や資料を

送付していただくことは可能でしょうか。

・模擬試験の問題と解答をいただくことはできま

すか。仕事の都合でいろいろ迷っていますが、

新しいカリキュラムの傾向を知りたいので、で

― ６９ ―



きれば用紙だけいただければと考えています。

・福祉学専攻の学科ではないので、福祉職につい

た後、周りの基礎力との違いが出てきやすいと

思います。職場は、新卒といえども、即戦力が

求められるので、実践力のつくような講義を期

待します。

現役時代の対策講座への批判

・私たちの時は対策講座といってもただの自習で

したので、やる気を起こして下さったり等もう

少し考えていただけたら嬉しかったです。

・もっと深い内容を教えてほしかった。習ったこ

とが全然出なかった。

・私が学生の時は、社会福祉士国家試験のための

授業は自主学習というか、本人まかせだったの

で、自主的、積極的に勉強できるように、先生

がリードしてくださる授業であってほしかった

です。もう少し先生が介入してくださればと感

じておりました。

受験勉強方法の提案

・国家試験の試験問題の答え合わせを大学で行う

機会を作り、不正解の部分はどうして間違って

いるのか、自分がどうして不正解を選んでしま

ったのかなど試験後のアフターフォローが必要

ではないでしょうか。

・試験に関しては問題を何度も解くことが必要だ

と感じました。

・私は 4回生の時に受験したのですが、授業以外

でも過去問に取り組む試験対策を先生方が提案

してくださいました。受験する生徒が集まり勉

強する機会があったことは、刺激を受け、試験

に対する意識も高まり、非常によかったと思い

ます。

・普段の大学の講義のような形式ではなく、一問

一答形式でやってもらえると楽しく覚えられる

と思います。“勉強しなければならない状況”

をつくることがとても大事だと思いました。

情報提供や学習の機会について

・対策講座は、すでに資格を取得している場合、

受講することができないのでしょうか。

・最新情報を教えてもらえたりしたら嬉しいで

す。

・社会福祉とは異なるところで仕事をしていると

色々と情報が入ってこないので現状がわからな

い。

・情報等ございましたらお知らせいただけると幸

いです。

・福祉関係で再就職を検討しているので、引き続

き福祉情報を教えていただきたいです。

・実際に働いている方に講師に来ていただくなど

“現状”を伝えて（教えて）欲しい。

・社会福祉主事の資格で働ける職場はけっこうあ

るのでしょうか。

近況報告

・現在、幼稚園で働いておりますが、社会福祉コ

ースにいて学んでいたこともあり、自分のやり

たいことはやっぱり、“福祉”の方ではないの

かと大分悩んで仕事をしています。今の仕事を

このまま続けていくのか。少しでも福祉の仕事

をやりたい。在学中に学んだ時間を今一度勉強

し直し、チャレンジするためにも社会福祉士の

資格を取得したい、そう思っています。しか

し、勉強する時間がなく、どうしようかと迷っ

ています。働きながらどのように時間をつくっ

ていけばいいでしょうか。

・社会人 5年目となりました。2年前に公務員試

験に合格して、昨年より夢であった福祉職とし

て現在福祉事務所で働いています。一つ後悔し

ていることがあります。それは社会福祉士の試

験に合格していないことです。仕事をしもって

の受験勉強は難しく、なんで大学の時にきちん

― ７０ ―



と対策して 1回で受かる様準備してなかったの

だろうという気持ちです。

・社会福祉士国家試験を受ける予定でしたが、就

職試験と重なり、受けることができませんでし

た。現在、保育士として働いているので試験を

受けることは考えていません。

・次回の試験より新しい試験科目になることを同

封の文書で初めて知りました。近くの市社協が

社会福祉士を募集していたので、もう一度挑戦

しようかと考えていたところでしたが、子ども

がおり、せっかくの大学の講座を希望しても遠

方のため、受講することは事実上非常に困難と

思われます。

・今年度は受験できませんが、いずれはしたいと

思っています。

・国家試験は、1回しか受験していませんが、就

職の方が落ち着いたら受験しようと思ってい

る。

・一度あきらめましたが、やはり福祉の仕事に就

きたいと考えています。

・社会福祉士の資格を早急に取得するというわけ

でなく、今後取得すべき資格であると考えてい

ます。現職の学術研鑽を行いつつ、時間をかけ

て社会福祉士の資格を取得しようと考えていま

す。

・在学時は大変お世話になりました。私は今、子

育て支援課で働いています。お近くにこられる

際はぜひ遊びに来てください。

その他

・今回このようなアンケートが届きとてもうれし

く思いました。

・大阪大谷大学は先生との距離がとっても近く、

アットホームな大学でした。楽しく学べたとい

う思いがあり、これからもアットホームでいて

ほしいと思いますし、社会福祉の現場で母校の

同じ方とお仕事をすることを楽しみにしていま

す。

・介護福祉士の資格のカリキュラムがあったほう

が良いと思いました。介護職として働いてきた

中で、福祉を学ばせて頂いて介護技術以外の面

でとても役立っていました。でも、社会福祉士

の勉強をしていたことで、介護福祉士の国家試

験にも合格できたように思います。もし、介護

職に進まれる大学生さんがいたら、介護施設で

のボランティアやバイト等もあるので、いろい

ろ経験された方が良いと思います。大学での学

業も大切ですけど、今の若い人たちは社会常識

に少し欠けていると思います。

・社会福祉の授業は、わかりやすく、楽しく受け

ることができ、そのことにより、“さらに深く

学びたい”“視野を広げ、知識、技術を身につ

けたい”という積極的で前向きな考えや行動が

できたと思っております。

・今思うと、資格取得に必要だが、現場実習がと

ても役立っていると思うので、このまま続け

る。または、増やしてもよいのでは。

・本学卒業生から社会福祉士が増えることを期待

しています。
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